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学校番号 学  校  名 

９  県 立 岐 阜 商 業 高 等 学 校  

 

 

 

学校教育目標 

 

 

生徒一人ひとりに「生きる力」を育む指導を通して、人間性豊かで実社会で有為な人材となる生徒の育成を目指します。 

１ 基礎的・基本的な知識・技術の習得と専門性の深化を図ります。 

２ 厳しい鍛錬により、心身ともに健康で、強い意志と実践力のある生徒を育てます。 

３ 望ましい職業観と勤労観を育成するとともに、礼儀を重んじる心を育みます。 

４ 学校・家庭・地域社会と連携を図り、開かれた学校づくりに努めます。 

＜ 教育指導の重点＞ 

今年度の具体的な重点目標 
重点目標の達成に必要な具体的取組、方策 達成度の判断、判定基準あるいは評価指標 

１  不撓不屈の伝統訓を基

調に知・徳・体の調和のと

れた人間性豊かな生徒の

育成に努める。 

 

 

①教師の授業力の向上を期し、生徒による授業評価の評価項目を見直

す。 

②各教科の研究授業を活性化させる。 

③ビジネスマナー教育を充実させ、人間力を向上させる。 

・あいさつ、身だしなみ教育の徹底 

④いじめ迷惑調査の効果的な活用。 

 

❶授業評価（生徒による授業アンケート）の

項目「授業がよく分かる」の肯定的回答が

９０％以上を達成する。 

❷授業研究会の全教科実施。 

❸外部評価(保護者と生徒へのアンケート）に

おける「挨拶・身だしなみに対する取組」

の肯 定 的 回 答 が ９ ０ ％ 以 上 を 達 成 す

る 。  

❹外部評価（保護者と生徒へのアンケート）

の項目「学校のいじめへの対応」の肯定的

回答９５％以上を達成する。 

２  学校の諸活動を通して

問題発見能力、問題解決能

力を育成する。 

 

①望ましい職業観と勤労観を育成するためのキャリア教育を推進す

る。 

②積極的な図書館の利用推進、言語による意思伝達能力（コミュニケ

ーション能力）の向上。 

・朝読書の年３回実施・読書感想文の校内表彰 

③株式会社ＧＩＦＵＳＨＯを全校的な取組とするための基盤整備の

実施。 

 

❶ＬＨＲの有効活用（進路指導部主導による

ＬＨＲの工夫改善）策の具現化。 

❷発表会などの後のアンケートでコミュニケ

ーション能力が入学時より向上したと答え

る３年生が８０％以上。 

❸株主総会後に行うアンケートによる肯定的

回答７０％以上達成。 



３ 高度な資格の取得に挑

戦させたり、商業に関する

実務体験を数多く体験さ

せたりする過程で自らの

進路に向けて明確な目標

を持たせ、向上心を育み、

実社会で通用する能力や

資質を身に付けさせる。 

①授業、資格取得、部活動において生徒一人ひとりに応じた「高い志

と目標」を設定する。 

②企業との連携を強化する。 

・商品開発など地元企業との連携教育の推進 

③卒業生を招聘した進路懇談会の開催を設ける。 

 

❶高度な資格取得者の全校集会での紹介およ

び成績優秀者に対する表彰を行う 

❷地元企業との連携授業を年間２回以上実施

する。 

❸本校で得た資格や能力が社会で生かされて

いることへの理解度９５％以上達成。 

 


